
9月補正予算もコロナ対策を中心に可決。
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　９月２４日から１０月１４日にか

けて開催された９月定例会では、

これから予想されるインフルエン

ザ流行期に備えた新型コロナウイ

ルス感染症対策費を含む補正予

算（1,313憶6,011万8,000円）

10月14日、令和3年度予算要望を知事に提出

などの議案を審査しました。

　その中で、知事等の給与削減

提案および議員報酬 ・ 期末手当

削減案は自民党会派の反対によ

り否決されました。（詳細は４ページ）

　主な補正予算は以下となります。

● 新型コロナウイルス感染拡大期に対応した医療提供体制の整備等

　入院医療機関の体制整備への助成

　➡➡➡ 549億 2,972万 9千円

● 新型コロナ専用医療施設（仮設）整備

　陽性者の治療にあたる病床確保のために仮設の専門病棟を希望す

　る医療機関を募集し、３２０床確保へ

　➡➡➡ 37億 5,400万円

● 高齢者等のインフルエンザワクチン予防接種費用の無償化

　高齢者等にインフルエンザワクチンの早期接種を促し、医療現

　場の負担軽減などをはかるための経費

　➡➡➡ 21億 3,961万 1千円

● PCR検査をかかりつけ医で実施できるための整備

　県が指定する診療・検査医療機関（仮称）の体制確保　

　➡➡➡ 6億 66万 3千円

● 緊急小口貸付（生活困窮者への支援）の受付期間延長等

　生活福祉資金の特例貸付の受付期間延長等に伴う補助金の増額

　➡➡➡ 274億 4,950万円

● 観光応援キャンペーン等による観光関連事業者への支援

　県民の県内宿泊者へ3,000円クーポン、バス旅行の補助

　➡➡➡ 4億 6,829万 9千円

● 新しい生活様式に対応した県内中小製造業の販路拡大の支援

　オンライン展示商談会などで活用する効果的なPR動画等作成への助成

　➡➡➡ 2,427万 6千円

医療分野

経済分野

　本年9月、立憲民主党と国民

民主党が解党し、新たな立憲民

主党と国民民主党として再出発

しました。それに伴い、党員も入

党し直しとなりました。その結果、

私が所属する「埼玉民主フォー

ラム」は、今までの立憲が7人（2

人増）に、国民が0（4人減）に、

市民ネットはそのまま1名、無所

属が2人（2人増）となりました。

　私は熟慮した結果、初心に返

って党派を超えた幅広い活動を

したいという思いから、新しい立

憲民主党への入党手続きをせず、

無所属を選びました。

会派メンバーの所属が、一部変更になりました



コロナ禍における財政運営について

一般質問は9月30日（水）から10月6日（火）まで行われました。

その中で私は初日の9月30日に、5つの項目について一般質問を行いました。

その要旨を抜粋してお伝えします。

　　　　　　

コロナ対応のため県はこれま

で約3,090億円の補正予算

を組んできたが、その9割は国

庫支出金からであり、来年度も

同様の措置がとられるかは分

からない。

非常に厳しい状況の中で、今

後、県財政をどのように運営し

ていくのか知事の所見は？

山本まさの 　　　　　

コロナ対策経費については、

新型インフルエンザ等対策特

別措置法において、国が地方

公共団体の対策を支援し、万

全の体制を整備することが義

務と規定されているので、引き

続き国に対して必要な財源措

置を求めていく。

また県としても、特定財源の確

大野知事 保や地方財政措置のある県債

の活用を徹底するほか、遊休

資産や各種基金の利活用も検

討し、全庁を挙げてあらゆる歳

入確保策を講じる。

また、行政プロセスの見直しと

して手続きのデジタル化や

ICT化などで県民生活の利便

性向上とコスト削減の両立を

目指す。

新型コロナウイルス感染症への対応について

　　　　　　

インフルエンザの流行期に備

えた診療・検査体制をどのよう

に整えていくのか、周知はどの

ようにするのか？

感染症疑い患者の円滑な救

急搬送受け入れ体制は？

山本まさの 　　　　　

数多くの医療機関を仮称「診

療・検査医療機関」に指定し、

診療・検査の担い手を増やす。

公表に当たっては、各医療機

関の発熱患者の受付時間を明

示するとともに、必ず受診前に

医療機関へ連絡するなど、医

療機関のルールを順守

するよう、啓発に力を入

れていく。

県のホームページや新

聞広告などによる広報

を行うとともに、市町村

大野知事 とも連携し

ていく。

疑い患者の円

滑な救急搬送につ

いては、インフルエンザの検

査や患者の肺炎症状をCTで

確認するなど、いわゆる除外

診断を行ったうえでPCR検査

を行い、疑い患者専用病床で

の入院加療が必要な患者の選

定をしている。

インフルエンザの流行期にお

いても医療機関の声を聴きな

がら受け入れの整備を図る。

2020年9月定例会報告

ほかに「埼玉県-新型コロナ対策パーソナルサポートについて」質問しました

インフルエンザ流行期に備えた
コロナ対策などについて質問しました



　　　　　　

コロナへの不安も含め、様々

な事情で登校が難しい児童・

生徒に対して、登校選択制や

オンラインによる学習支援等

で学びの保障が必要では？

山本まさの 教育長

県民生活部長　　　　　　

法務省が行った「部落差別

の実態に関わる調査」の結

果が今年6月に公表された

が、その結果について県民生

活部長の見解は？　

また、県としても同和問題に

対する県民の意識調査を実

施すべきでは？

山本まさの

県民生活部長　　　　　　

被害申告や相談しやすい環

境を整備するためには、被害

者に対する相談員や医療関

係者の対応能力の向上が重

要だが、24時間対応の「アイ

リスホットライン」や基幹病院

での取り組みは？
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教育行政について

部落差別に係る調査について

　　　　　

埼葛郡市が独自に実施した意

識調査でも、生活環境を選ぶ

際、旧同和地区を避けるとする

人は約3割にも及んでいた。こ

うした差別意識を解消するた

めには、一人一人が差別問題

を正しく理解し、見つめなおす

ことが重要。県はこれまで陣形

　　　　　

県では、「ICT教育ガイドライ

ン」を策定し、登校できない児

童生徒にも、オンラインなどを

活用した指導を実施するよう

市町村に示している。

また、今後、県と市町村で構成

するワーキンググループを設

置し、ICTを活用した指導を充

実できるよう県がリーダーシッ

プを発揮していくなど、体制の

整備に全力で取り組む。

啓発のための講師派遣や研修

会をおこなってきたが、これか

らも粘り強く取り組んでいく。

県民の意識調査は、令和3年

度に改定する人権施策推進指

針の基礎資料とするため、同

和問題のほか女性や高齢者な

ど多様な人権課題も含めた調

査を実施する。

性犯罪・性暴力対策の強化について

　　　　　

相談員は看護師や社会福祉士

などの資格や、それに相当す

る知識経験を持つ女性で、定

期的に事例検討会やスキルア

ップ研修を行っている。

夜間・土日など手薄になりがち

な時間帯にも性暴力の知見を

持つ保健師などを配するととも

にし、その対応能力の向上に

も努めている。

また、基幹となる6病院から7

人の看護師などが2年間の研

修をしており、今後その知見を

それぞれの医療現場にフィー

ドバックすることとしている。

ほかに「コロナ禍における学校運営について」質問しました

ほかに「埼玉県警察における対応について」「病院拠点型ワンストップ支援センターについて」質問しました
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議会改革検討会設置へ
一問一答方式など検討

　大野知事から、12月までの月額

給与を、知事30％、副知事20％、

公営企業管理者等10％（計約

620万円）削減し、新型コロナウイ

ルス感染症対策推進基金に繰り

入れる議案が提出されました。

　私が所属している「埼玉民主

フォーラム」を含む自民以外の全

員が賛成しましたが、過半数を持

つ「自民党県議団」の反対により

否決されました。

　委員会での反対理由は、「削減

額の根拠が明確でない。」「削減

額を新型コロナウイルス感染症対

策推進基金に組み入れることは、

公選法に禁止される寄付行為とみ

られかねない」などでした。

　また、議員報酬・期末手当の削

減案も議員提出されましたが、同

様に自民反対で否決されました。

知事等の特別職の給与削減案を自民が否決、
議員報酬削減案も否決！

知事

副知事

公営企業
管理者等

30％

20％

10％

福島第一原発事故による多核種除去設備等処理水の

陸上保管を求める意見書の提出を求める請願が不採択

＊趣旨採択とは、請願・請願について、願意は十分理解できるが、当分の間は実現することが

困難である場合等に、便宜的に趣旨には賛成という意味で議決する決定方法のことです。

　私が所属する環境農林委員会

で、「福島第一原発事故による多

核種除去設備等処理水の陸上保

管を求める意見書の提出を求め

る請願」を採択するかどうかの審

査を行いました。

　私は、「トリチウムが含まれてい

る水を海洋放出することは、関係

住民の不安や風評被害などを考

えると慎重にならざるを得ない」

と、趣旨採択＊を求めましたが、

賛成少数で否決されました。

　その後本請願に賛成しましたが、

賛成少数で不採択となりました。

「一般質問における一問一答

方式の導入」「オンライン委員

会」「ペーパーレス会議システ

ムの導入」の3分野について

検討するため、議会改革検

討会（非公式・非公開）を設

置し、12月定例会会期中に

報告書を策定する予定です。

山本 まさの 議会運営委員/環境農林委員/

公社事業対策特別委員埼玉県議会議員

県
政
を

も
っ
と
身
近
に
！

5名以上のご参加で

ミニ 県政報告会
を随時行います

下記にご連絡ください

FAX （山本事務所）▲

048-962-8121

電話（県議会控室へ ）▲

048-833-1710
　　　　　　（平日 8：30～17：15）


